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1991年、イタリアとオーストリア国境のエッツ渓谷の氷
河でみつかった、世界最古の人類のミイラ、通称エッツィは、
靴紐にカンバタケというキノコを着けていました。エッツィ
の腸内には鞭虫（べんちゅう）が寄生していたことが判明し
ましたが、カンバタケは寄生虫除去に効果があると考えられ
る成分、ポリポレン酸を含んでいます。
エッツィはカンバタケを応急駆虫薬とて使用していたとみ

られ、これが最古の薬といわれています。
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今年度最終号・第19号は2月発行予定！
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１
９
３
１
年
、
公
衆
衛
生

局
は
、
ア
フ
リ
カ
系
米
国

人
男
性
３
９
９
名
の
梅
毒

の
自
然
経
過
観
察
研
究
を

実
施
し
た
。
継
続
的
な
腰

椎
穿
刺
に
よ
り
梅
毒
の
進

行
状
況
が
調
べ
ら
れ
た
が
、

研
究
で
必
要
な
腰
椎
穿
刺

を
『
治
療
処
置
』
と
詐
称
し

て
い
た
。
１
９
４
６
年
よ
り

一
般
診
療
と
し
て
ぺ
ニ
シ
ン

が
使
用
可
能
と
な
る
も

投
与
せ
ず
。
患
者
に
は
梅

毒
罹
患
の
説
明
は
さ
れ
ず
、

た
だ
『
悪
い
血
』
を
持
っ
て
い

る
と
説
明
。
１
９
３
６
～
１

９
７
２
年
ま
で
１
７
本
の

報
告
論
文
が
公
表
さ
れ
た

が
、
特
に
批
判
は
受
け
ず
。

３
９
９
名
の
う
ち
、
２
８

名
が
梅
毒
で
死
亡
、
約
１

０
０
名
が
失
明
や
精
神
障

害
を
来
し
た
。
１
９
７
２

年
Ａ
Ｐ
通
信
お
よ
び
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
で
報
道

さ
れ
研
究
は
中
止
さ
れ
た
。

人体実験の悲惨な歴史と
ガイドライン制定の経緯

精神遅滞の子どもにウイルス投与

ウィローブルック事件

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ス
タ
ッ
テ
ン

島
の
知
的
障
害
児
施
設
ウ
ィ

ロ
ー
ブ
ル
ッ
ク
州
立
学
校
で
、

１
９
５
６
～
１
９
７
２
年
に
か

け
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
の

ソ
ー
ル
・
ク
ル
ー
グ
マ
ン
博
士
の

研
究
チ
ー
ム
が
、
入
所
し
て
い

る
知
的
障
害
児
に
対
し
て
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
を
人
為
的
に
感
染

さ
せ
る
実
験
を
行
っ
て
い
た
。

感
染
実
験
の
繰
り
返
し
に
て
Ａ

型
・
Ｂ
型
ウ
イ
ル
ス
株
の
分
離

に
成
功
し
た
が
、
児
を
預
け
た

親
に
は
実
験
の
詳
細
は
知
ら
さ

れ
ず
、
入
所
す
る
た
め
に
は
選

択

の
余

地

は
な
か
っ
た
。

C
linic

a
l
R
e
s
e
a
rc
h

）
』
が
掲

載
さ
れ
た
。
論
文
の
核
心
部

分
は
、
被
験
者
に
危
険
性
を

知
ら
せ
ず
、
彼
ら
か
ら
同
意

１
９
６
６
年
６
月
１
６
日

発
行
の
医
学
雑
誌
Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｍ

に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学

部
・
麻
酔
科
研
究
部
門
教
授

要
約
で
あ
っ
た
。
指
導
的
立
場

に
あ
る
医
学
者
の
間
で
非
倫

理
的
研
究
が
横
行
し
て
い
た
こ

と
を
指
摘
す
る
こ
の
論
文
が
公

今回のテーマは・・・「臨床研究の歴史」です

ヘ
ン
リ
ー
・
ビ
ー
チ
ャ
ー

博
士
の
『
臨
床
研
究
と

倫
理
（Eth

ic
s

a
n
d

を
得
る
こ
と
な
く
、
被
験
者
の

生
命
や
健
康
を
危
機
に
さ
ら

し
た
２
２
の
非
倫
理
的
研
究
の

実
例
と
そ
の
分
析
に
つ
い
て
の

に
さ
れ
る
や
、
ア
メ
リ
カ
の
一

般
病
院
に
お
け
る
入
院
患
者

が
、
人
体
実
験
も
ど
き
の
臨

床
研
究
対
象
に
さ
れ
て
い
た

撃
を
与
え
た
。
本
論
文
は
『
研

究
の
倫
理
に
関
す
る
歴
史
を

変
え
た
』
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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